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ICTに関連した健康行動を規定する要因分析 

 

 超高齢社会を迎えたわが国では、現在、生産年齢人口の減少、社会保障費の増大などの

課題に直面しており、国民の健康維持・増進に向けた取り組みによる健康寿命の延伸実現

を通じた課題解決が求められている。そうした社会情勢を受け、千葉市は昨年、スマート

プラチナ社会構想の実現に向けた総務省の「ICT 健康モデル（予防）の確立に向けた地方

型地域活性化モデル等に関する実証」事業に参加した。この事業で行われたウェブ調査の

データを分析することで、保健行動誘因としての健康ポイント制、ICT（スマートフォンお

よびそのアプリ）を用いた介入方法を考える。 

健診受診行動に代表される保健行動は、保健行動モデルによって説明されてきた。しか

し、従来の保健健康モデルは、重大性や有効性の認識と言った意識下の要因のみが保健行

動に影響を与えると考えてきたが、それだけでは不合理な行動、無意識下の行動の説明を

するには不十分である。そこで、従来の保健行動モデルに行動経済学的特性を加えること

で、保健行動の変容の新たなモデルを考え、そのモデルに基づいた介入を提案する。 

本抄読会においては、従来の保健健康モデルの紹介、行動経済学の説明、千葉市調査の

概況、及び今後の展望について説明する。 
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